
香港の歴史① アヘン戦争 
• １９９７年 香港はイギリスから中華人民共和国に主権移譲。 

        香港特別行政区となった。なぜ？ 
 

（注）香港島と九龍地区はイギリス領なので本来は返還の義務なし。 

   新開地区は９９年間の租借地で返還時期が来ていたが、３地区 
   まとめて主権移譲したのは、中華人民共和国が香港全体への 
   水の供給を停止すると脅迫したため。 

 

• １８３９年 アヘン戦争 

• １８４２年 香港島をイギリスに永久割譲 

• １８５６年 広州アロー号事件 

• １８６０年 九龍市街地をイギリスに追加割譲 

• １８９８年 新開地区を９９年間、イギリスが租借 

 





１９９７年７月１日に、香港はイギリスから中
華人民共和国に主権移譲（香港島などのイ
ギリスの領土は「譲渡」）され、香港特別行
政区となった。 
 
疑問： 香港はなぜ植民地になったのか。 最後の香港総督 

クリストファー・パッテン 



答： イギリスとアヘンの密輸入を巡る戦争が起き、中国が負けたから！ 
 

 清朝中国ではアヘンは禁止されていたが、役人が賄賂を受け取って密
輸入を黙認し、高級官僚までアヘン中毒者がいる状況で、代金の銀が
国外に大量流出して国家の財政を揺るがす状況になっていた。 
 

 イギリスでもアヘンは禁止されていたが、貿易保険によりイギリス商人の
損害はイギリスが国家が補填することになっており、現地の対清貿易総
監はそれを根拠に本国の海軍の派遣を要請した。 







阿片戦争の経緯 

清朝第８代皇帝 愛新覚羅旻寧（びんねい） 
在位： １８２０～１８５０年 

林 則徐 
（１７８５～１８５０年） 



Sir Charles Elliot (1801-1875) 



映画で再現された阿片の廃棄処分風景 
（海水に投入し、石灰で中和） 





英国の国旗 中華人民共和国の国旗 香港特別行政区の旗 

５０年間（１９９７～２０４６年）は一国二制度を維持 


